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　1　はじめに











総面積は 5,036 平方キロで，千葉県（5,157 平方キロ）とほぼ同じ面積である。
北方領土には戦前，1 万 7,291 人の日本人が住んでいた。この元居住者のうち





































































　このように，わが国とロシアとの間に緊張感が高まってきた 1855 年 2 月 7



















































ノ境界トス」（10）となっており，1875 年 5 月 7 日「セント・ピ－タースブルグ」













あった。1945 年 8 月 9 日，ソ連は，当時まだむこう一年間有効であった日ソ
中立条約を破って対日参戦した。日ソ中立条約は，松岡洋右外相，建川美次大













　8 月 14 日に日本がポツダム宣言を受諾し，降伏を表明した後の 8 月 18 日か
ら同 27 日までに，ソ連は，千島の南部ウルップ島までの占領を完了した。さ
らに，8 月 28 日から 9 月 5 日までの間に，択捉島，国後島，色丹島及び歯舞
の全てを占領した。この不法占拠は，1991 年のソ連邦崩壊後に新しく誕生し
たロシア連邦においても継続されている。
　1941 年 8 月，ルーズベルト，チャーチルの米英首脳は，「大西洋憲章」に署
名したが，この憲章で，米英両国は，戦争の結果としての領土の拡張は求めな
い方針を明らかにした（13）。ソ連は，1941 年 9 月 24 日にこの憲章への参加を表
明した。1943 年 11 月 27 日のカイロ宣言は，同憲章を受けて，日本については，
日本が第一次世界大戦により得た太平洋の諸島，満州，台湾及び澎湖島，朝鮮，
それに「暴力および貪欲により日本が略奪した他のすべての地域から追い出さ
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　また，1945 年 7 月 26 日のポツダム宣言は，1943 年 11 月 27 日のカイロ宣
言の条項を履行されなければならず，日本国の主権は，北海道，本州，九州
および四国ならびに連合国の決定する諸小島に限られる旨を規定している（19）。
なお，このポツダム宣言に，ソ連は 1945 年 8 月 8 日に参加しており，日本は
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大統領が訪日した 1991 年 4 月に合意された「日ソ共同声明」では，北方四島
が解決されるべき領土問題であることが確認された。さらに，エリツィン大統






　第 171 回国会（2009 年）において，全会一致で，「改正北方領土問題等解決
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2005 年 12 月 20 日に，岩下明裕北海道大学スラブ研究センター教授は，『北

























　岩下教授は，問題解決の実例を掲げている。「1997 年 6 月，チェルノムイル
ジン首相が係争地を半分で割ろうと中国側に提案し，中国側も 9 月これを受け











　麻生元首相は，外相時代の 2006 年に， 3 島返還と面積による等分を考えて，
択捉島の 25％と残り 3 島（国後，色丹，歯舞群島）による「二島等分論」に
言及し，世論の批判を浴びた。さらに，2009 年 2 月 18 日の日露首脳会談では，
両首脳は北方領土問題を「われわれの世代で解決」し，「新たな独創的で型に
はまらないアプローチ」で解決させることに合意した。麻生首相（当時）は，









































に国益を損ねかねない問題を含んでいる。 戦後 64 年が経過したにもかかわら























　（ 1 ）　 日本国外務省，ロシア連邦外務省『日露間領土問題の歴史に関する共同作成資
料集』1992 年，序文。以下，『共同作成資料集』と略す。
　（ 2 ）　木村汎『新版　日露国境交渉史』角川書店，2005 年，12 頁。
　（ 3 ）　 『共同作成資料集』1 頁。徳川幕府が松前藩から提出させた領地図を基に作成し
た公式地図を指す。択捉島，国後島，歯舞群島及び色丹島を記述した世界最古
の地図である。手写，和紙，227.5cm×253.7cm，1644 年作。
















　（ 6 ）　木村，前掲書，72 頁。
　（ 7 ）　『共同作成資料集』，7 頁。
　（ 8 ）　同上書，6 頁。































































　（32）　 衆 議院（2009）「 第 171 回国 会 制定法律の 一 覧 」 サ イ ト（http://www.shugiin.
go.jp/itdb_housei.nsf/html/housei/kaiji171_l.htm）
　（33）　『日本経済新聞』2009 年 7 月 10 日朝刊。
　（34）　『毎日新聞』2009 年 4 月 17 日朝刊
　（35）　『産経新聞』2009 年 4 月 18 日朝刊。
　（36）　『読売新聞』2009 年 4 月 18 日朝刊。
三浦信行.indd   20 2010/03/23   16:05:41
─ 137 ─
政治研究　創刊号
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